















































テン語 artes liberales（英語では liberal arts）の邦訳が自由学芸である。では、artes
とは何か。












　ちなみに、artes liberales のほかに、eruditio, doctrina liberlalis とか、キリスト教後






































































































4 4 4 4 4 4 4
（次節の 4 学として継承）と、イソクラテスの学校における文学的修
4 4 4 4
辞的教養





















































性は、「人間性に固有の学問によって磨かれ」（politi propriis humanitatis artibus）て
はじめて実現される、という箇所にとくに注意しなければならない。つまり、さまざ






がある。第 1 段階は初歩的基礎的なもので、学校で与えられる「子どもの教育」（puerilis 











































ルス（Flavius Magnus Cassiodorus, 477/490 頃 -570/583 頃）は東ゴートの文教政
策に深く関わりつつ、後半の人生では、イタリア南端の領地に自らヴィヴァリウム修
道院を創設し、そこでキリスト教的知的活動に献身した（47）。彼は『聖・俗学教範』





習指導要領」ともいうべきものである。全体は 2 巻に分けられていて、第 1 巻は聖学



















ちなみに、前者 3 学芸を trivium: 3 つの道（3 学）と呼んだのはアルクイン（Alcuin, 



























































































































































































































































4 4 4 4 4 4
、みずから招いた未成年の状態から抜けでることだ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。
未成年の状態とは

























































ずはラテン語で Introductio ad Philosophiam aulicam, sive lineae primae libri de 
prudentia cogitandi et ratiocinandi. として、次に 1712 年にはドイツ語で Einleitung 
zur Hof-Philosophie, oder, Kurzer Entwurff und die ersten Linien von der Klugheit 
















































Vernunft-Lehre, oder: Kurze, deutliche und wohlgegründete Handgriffe, wie man in 











































































































意味には、Bildung や culture の訳語として「修養」が用いられていた。「修養」に代
わって「教養」が、ビルドゥングやカルチャーというヨーロッパの伝統を意味する用
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